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光イオン化法ＧＣ-ＭＳ，放射光ＸＡＦＳのご紹介

光イオン化法ＧＣ-ＭＳ

光イオン化法ＧＣ-ＭＳを用いた有機分析（フィルム付着物）

Ｐｅａｋ１

Ｐｅａｋ３ 従来のＥＩ法では検出し難い
ｍ/ｚ = ３０８を検出

ＴＩＣ（Ｔｏｔａｌ Ｉｏｎ Ｃｈｒｏｍａｔｏ） Ｐｅａｋ２の質量スペクトル（光イオン化法）

放射光ＸＡＦＳ

ＸＡＦＳを いた化学状態分析 様々な化学状態 Ｃｕ化合物

Ｐｅａｋ１

Ｐｅａｋ２

Ｐｅａｋ２の質量スペクトル（従来のＥＩ法）

ＥＩ法と光イオン化法で得た情報を総合的に解析することで同定精度を向上

番号 類似度 質量数 化合物名

1 921 280 9,12-Octadecadienoic acid (Z,Z)-
2 919 294 9,12-Octadecadienoic acid, methyl ester
3 903 294 9,12-Octadecadienoic acid (Z,Z)-, methyl ester
4 898 298 9,12-Octadecadienoyl chloride, (Z,Z)-
5 898 294 9,11-Octadecadienoic acid, methyl ester, (E,E)-

・
・
・

27 872 308 Linoleic acid ethyl ester (リノール酸エチル)

総合的に解析

Ｐｅａｋ２のライブラリ検索結果(ＥＩ法、上位５成分＋対象成分)
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ＸＡＦＳを用いた化学状態分析(様々な化学状態のＣｕ化合物)
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[ＸＡＦＳ]

・Ｘ線吸収微細構造

（Ｘ-ｒａｙ Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ Ｆｉｎｅ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）

[得られる情報]

（ＮＥＸＡＦＳ：Ｘ線吸収端近傍構造）

⇒ 物質中の着目元素の電子構造、価数

（ＥＸＡＦＳ：広域X線吸収微細構造）

⇒ 着目元素の周囲の構造に関する情報

①隣接原子種 ②原子間距離 ③配位数

ＮＥＸＡＦＳスペクトルにおいて各種Ｃｕ化合物の相違を確認 ⇒ Ｃｕの価数の情報を得る事が可能


